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2024年度業務実績報告書 

提出日 2024年 12月 16日 

 

１．職名・氏名  教授 笠井 恭子       

 

２．学位  学位  博士 、専門分野  看護学 、授与機関  石川県立看護大学 、 

  授与年  2017年  

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

看護学概論（1単位）1年生  

②内容・ねらい 

ナイチンゲール看護論をとおして看護の定義、看護の役割を理解する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 講義、グループワーク、ディスカッションを取り入れながら「看護とは何か」を学ぶ 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

看護理論（2単位）1年生  

②内容・ねらい 

主要な看護理論家の看護理論の内容を理解する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 講義、グループワーク、ディスカッションを取り入れながら看護理論を学ぶ 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

看護倫理学（1単位）2年生・4年生  

②内容・ねらい 

 医療倫理・看護倫理の変遷、医療に関わる倫理学の諸理論、医療倫理の4原則・重要概念、ケ

アの倫理、看護倫理の重要概念について理解する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 講義、個人ワーク、ディスカッションを取り入れながら看護倫理学の基礎を学ぶ 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 看護過程展開論（1単位）2年生 

②内容・ねらい 

看護過程を展開する技術を学習する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

看護診断とは何かを学び看護診断名をつけることができるように支援する 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

看護研究方法論（1単位）3年生  

②内容・ねらい 

看護研究の必要性と主要な研究方法、看護研究の研究倫理、倫理的配慮について理解する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 4年生の卒業研究につながるよう学生の研究疑問に基づき研究計画書を作成する 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 基礎看護発展セミナー（1単位）4年生   

②内容・ねらい 

 看護実践と看護理論のつながりについて文献検討を行った上で、看護学実習で受け持った事

例について看護理論を活用しまとめることができる 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

上記を達成するため少人数のゼミ形式ですすめる 



①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

基礎看護学実習Ⅱ（2単位）1年生  

②内容・ねらい 

 受け持ち患者の看護過程を展開し、看護者としての基礎的態度を身につける 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 学生の学習の進捗状況に合わせた個別指導を実施する 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 卒業研究（3単位）4年生  
②内容・ねらい 

 自己の研究課題に対して研究のプロセスをふみ卒業研究論文としてまとめる 

③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 

学生の学習の進捗状況に合わせた個別指導を実施する 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 看護マネジメント学演習（2単位）大学院1年生  

②内容・ねらい 
 修士論文で取り組む研究計画を作成する 

③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 
 学生の学習の進捗状況に合わせた個別指導を実施する 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 健康生活科学特論（2単位）大学院1年生  

②内容・ねらい 
 主要な看護理論家がとらえる人間と健康・生活上の課題の解決方法について理解する 
③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 
 講義、ディスカッションにより、看護学において人間をどのように理解するかを学ぶ 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 研究倫理特論（2単位）大学院1年生  

②内容・ねらい 
 人を対象とする研究一般における臨床倫理について理解する 

③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 
 講義、ディスカッションにより学びを深めて、自らの研究活動に活かせるようにする 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 看護実践開発演習（4単位）大学院1年生  

②内容・ねらい 
 自己の研究課題と関連させながら、実践的な研究プロセスを理解する 

③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 
 エビデンスに基づく看護実践の開発に関する関連論文の抄読、ディスカッションを行う 
①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 
 健康基礎科学特別研究（6単位）大学院1～3年生  

②内容・ねらい 
 自己の研究課題に対して研究のプロセスをふみ博士論文としてまとめる 
③講義・演習・実験・自習運営上の工夫 
 学生の学習の進捗状況に合わせた個別指導を実施する 

(2)その他の教育活動 

・基礎看護学方法論Ⅶ(看護と研究)（6時間）福井県立看護専門学校非常勤講師  
・倫理学①（生命倫理）（16時間）福井歯科専門学校非常勤講師 
・倫理学②（医療倫理）（16時間）福井歯科専門学校非常勤講師 
・令和6年度第31回認定看護管理者教育課程ファーストレベル特別講義「プレゼンテーション
」（4時間）福井県看護協会 

・福井県保健師助産師看護師実習指導者講習会「看護理論」（8時間）福井県看護協会 
・福井県保健師助産師看護師実習指導者講習会「看護診断」（4時間）福井県看護協会 
・「倫理の基礎 認知症高齢者ケアの倫理」（2時間）すこやかシルバー病院 
・看護研究指導（12時間）福井県立病院 
・看護研究指導（随時）福井赤十字病院 
 
 
 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書                                                                       【0本】 

②学術論文（査読あり）                            【0本】 

③その他論文（査読なし）                           【0本】 

④学会発表等 

・爪もみが高齢者の自律神経活動に及ぼす影響，日本老年看護学会第 29 回学術集会（2024 年

6月），笠井恭子 

・看護師長のレジリエンスとコミュニケーションスキルとの関連，第 28回日本看護管理学会学

術集会（2024年 8月），多田真由美＊，平井一芳，笠井恭子  

・新人看護師が入職後に抱えていた思い～学生時代をコロナ禍で過ごした新人看護師～，第 55

回（2024年度）日本看護学会学術集会（2024年 9月），戸枝幸恵＊，清水洋輔，橘昌洋，今

村頌佳，小清水咲希，笠井恭子                        【3件】 

⑤その他の公表実績  

・施設入居の要介護高齢者の睡眠改善ケア，笠井恭子，老年看護学第 28巻第 2号「特集」，2024

年 1月掲載                                 【1本】 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

・「福井赤十字病院における女性活躍に関する座談会」でのファシリテーター         

福井赤十字病院 2024年 1月 30日 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

・近畿地方社会保険医療協議会委員（医院・薬局開設等の審査、2022年 10月～現在に至る） 

・日本看護倫理学会代議員（総会の討議や議決に参加、2023年 4月～） 

・福井県済生会支部理事（施設整備計画・予算・規程改定等の審議、2022年 4月～現在に至る） 

・福井県衛生環境研究センター・健康福祉センター倫理審査委員会委員（研究計画の倫理審査、

2014年～現在に至る） 

・福井県健康づくり推進協議会委員（健康づくり施策等の協議、2022年 4月～現在に至る） 

・未来協働プラットフォームふくい実行部門会議 6「地域医療における課題解決」委員（2022

年～現在に至る） 

・福井県看護協会監事（財産や理事の業務執行を監査、2023年 6月～） 

・福井県看護協会倫理委員会委員長（研究計画の倫理審査、2021年～現在に至る） 

・福井県看護協会認定看護管理者教育運営委員会委員（認定看護管理者研修生の評価、2022年

4月～現在に至る） 

 

・永平寺・NTT・福井県立大学睡眠プログラム（保健指導、2024年 4月～現在に至る） 

・学問発見講座講師「根拠に基づく看護実践～対象のより良い睡眠を目指して～」 大野高校 

2024年 11月 7日 

・福井県内高校生のための 1 日看護大学生体験 本学看護福祉学部棟 2024 年 6 月 13 日、7

月 25日 

・講座「睡眠を整えましょう」 和田公民館 2024年 1月 25日 

・講座「睡眠と健康」 夢みらい館・さばえ 2024年 5月 24日 

・講座「睡眠と健康」 鯖江市文化の館 2024年 5月 30日  

・講座「睡眠を整えましょう」 大野市結とぴあ 2024年 6月 8日  

・こころとカラダの癒しフェス講演「睡眠と身体のリズムからより良い睡眠のために～」   



市民プラザたけふ多目的ホール 2024年 9月 8日 

・講座「良い眠りを手に入れよう」 中藤公民館 2024年 10月 30日 

・講座「質の良い睡眠を取りたい」 ふくいウイミンズ・オアシス 2024年 12月 1日 

・講座「睡眠を整えましょう（睡眠の悩み）」 仁愛女子短期大学 2025年 1月 6日 

・講座「健康づくりサポート講座 目覚めすっきり！快眠リラクゼーション」 坂井市 2025

年 2月 21日 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

看護学科長（2021年度～現在に至る） 

(2)委員会・チーム活動 

・部局長会議（2021年度～現在に至る） 

・大学院委員会（2023年 4月～現在に至る） 

・修士課程（看護学専攻）ワーキンググループリーダー 

・博士後期課程ワーキンググループメンバー 

・フィンドレー大学交流ワーキンググループメンバー 

(3)学内行事への参加 

・対面オープンキャンパス担当（2024年 8月 4日） 

・オンラインオープンキャンパス担当（2024年 8月 25日） 

・公開講座企画・運営「看護職リカレント教育 看護研究っておもしろい！研究のヒントが見

つかるかも？！」前期・後期オンデマンド配信 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


